
 

 

【視察日及び視察先】2024 年 5月 23 日（木）  

下関市東京事務所（東京都千代田区） 

 

【視察項目】東京事務所の設置について 

 

【概要】 
本市が設置運用する場合の経費等の参考にするために山口県内で唯一東京に

事務所を置いている下関東京事務所（1951 年開設）を視察した。 

 

１ 場所：千代田区平河町日本都市センター12 階の 1室 

     本センターには、他県の中核市・政令市の事務所が多数入所している。 

 

２ スタッフ：所長、職員、現地採用職員の 3名 

 

３ 活動内容 

（１）中央省庁及び諸機関と市のパイプ役 

① 市政発展のための迅速な情報・資料の入手 

  ・国から出る情報の前に早めに入手できる。 

② 円滑な要望活動のための調整 

・各省庁へ出す時の調整ができる。 

（２）市の行政施策の円滑な推進のためのサポート 

① 在京の下関出身者や地元関連企業との連携 

② 市のＰＲ活動、事業の各方面への支援要請 

（３）地の利を生かした活動 

① 在京での各種行事への参加、情報発信（在京同窓会、各種交流会及び研

修会等） 

・市長の代理として東京事務所長が出席することもある。 

② 国際会議、イベント誘致等のための各国大使館や関係機関への訪問 

③ 地元求人情報の掲示や市職員採用案内の配付 

 

４ 経費（2022 年度歳出） 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【所感（意見・課題・本市への反映など）】 

１ 下関事務所の課題 

・所長、職員とも 2 年間の赴任中の限られた時間でどれだけ成果を残せるか。 

・委託やイベント開催業務等の予算がない中で、どのように効率的にＰＲがで 

きるか。 

・3 人体制でマンパワーが少ない中、いかに庶務等の業務を効率化し別の業務 

ができる時間を増やせるか。 

２ 本市への反映 

・名刺交換、対面でのつながりは効果がある。 

・年間 2,130 万円の経費である。下関市と同様な形ではなく経費のかからな 

い方法を工夫していく必要がある。 

 

【主な質疑】 

【問】具体的にどのようなＰＲをしているか。 

【答】東京事務所ニュースの作成や Facebook やメルマガの発信や各種イベント

の実施（2024 年 6 月の中核市フェア、10 月の瀬戸内フェア及び関門フェ

アを予定）、他部局業務の手伝いを通じたＰＲ 

 

【問】移住・定住に関する取組をしているか。 

【答】ふるさと回帰センター（有楽町）や本庁の共創イノベーション課等と連携

した移住・定住希望者への下関市情報や仕事情報提供等の支援及び各種

イベントの実施並びに紙面・ＳＮＳ等での情報発信に取り組んでいる。 

   すべての活動が移住・定住につながっていく。 

 

 
下関市資料により筆者作成 



 

 

【問】具体的な成果は。 

【答】2023 年 10 月の関門フェア（有楽町交通会館） 

    ・移住セミナー 現地参加 28 名 オンライン 8名 

・6 階パネル展 300 名 

    ・ふるさと納税ブース来場者延べ 500 名 

    ・キッチンカーにて焼きカレー120 食 

      関門フェア終了後に 6名が下関を訪問 

    2023 年 11 月の移住セミナー（渋谷）参加者 23 名 

    下関市に興味があるもしくは、移住を検討している人たちを対象に、 

有益な情報提供と意義深い交流の機会を提供できたとのこと。 

 

【問】東京で活動する成果をどのように評価しているか。 

【答】要望・陳情の円滑な実施 

   ・中央官庁や諸機関との連絡及び有用情報の収集 

    連絡を密にし、予算内示情報や市政関連情報を入手し、担当部局に伝達

することにより、施策の推進に寄与する。 

   ・市政関連情報の積極的な発信 

    地元関連企業や首都圏同窓会等、下関市ゆかりの団体・個人との交流を

深め、積極的に市政情報を発信することで市政への理解・協力を促す。 

 

【問】どのような方が訪ねて来られるか。 

【答】企業ではなく、ふるさと関係の方が多い。 

 

【問】よく訪問するところはどこか。 

【答】省庁・議員会館・移住関係のところが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
下関市東京事務所 

日本都市センター12 階のフロアマップ 


